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府立堺上高等学校 

校長 北村 由賀 

令和６年度 学校経営計画及び学校評価 
１ めざす学校像 

生徒が「わかった」「できた」を実感し、様々なことに挑戦する生徒の意欲を向上させる教育を実践する学校。 

１ 生徒一人ひとりの特性や能力に応じた学びを通じて、確かな知識や技能を身につける。 

２ 生きていくための知識や教養を備え、自他を尊重し、他者と協働しながら、自立して生きていく力「人間力」を身に着けた、より良い社会の創りてを 

育成する。 

３ 多様化した生徒一人ひとりの特性や能力を最大限に伸長させ、自己実現を図ることができるように、生徒一人ひとりに寄り添って、個々の生徒の特徴を 

より高めていく。 

２ 中期的目標 

１  確かな学力の定着と学びの深化 

(１) ICTを積極的に活用したり、創意工夫した計画的な魅力ある授業づくりを推進し、個別最適な学びや協働の学びを充実させ基礎学力の定着を図る。 

＊生徒向け学校教育自己診断「教え方に工夫をしている先生が多い。」（R３:87.7%,R４:82.8%,R５:86.0%）に関して令和８年度には87%をめざす。 

(２) 校内での研究授業等を充実させ、授業力の向上を図る。 

   ＊生徒向け学校教育自己診断「授業はわかりやすく楽しい。」（R３:81.1%R４:75.5%,R５:76.3%）に関して令和８年度には80%をめざす。 

(３) 多様な進路を実現するため、生徒の気持ちに寄り添ったていねいな進路支援を行い早期に進路目標を意識させる。 

＊進路未決定率（R３:4.4%R４:5.5% R５:7.0%）に関して令和８年度には５%以下をめざす。 

 

２ 豊かな心と健やかな体の育成 

(１)基本的生活習慣の確立と規範意識向上に向けた取組みを推進するとともに、個々の生徒への支援体制を強化する。 

(２)授業やＨＲ等において情報リテラシーを育成し、情報や情報技術を適切かつ安全に活用する力を身につける。 

(３)専門家を活用した教育相談体制をさらに進め、個々の生徒への支援を充実させる。 

  ＊生徒向け学校教育自己診断における教育相談に関する項目における満足度（R３:78.3% R４:76.9% R５: 82.3%)に関して令和８年度には83%をめざす。 

(４)「ともに学び、ともに育つ」教育のさらなる推進をめざし、障がい者理解や高齢者理解につながる取り組みを行い、「認め合い尊重し協働していく人」 

を育む。 

 

３ 将来を見すえた自主性・自立性の育成 

(１) 総合的な探究の時間や教科の授業において、他者と協働して課題を解決する活動や情報収集、整理・分析、まとめ、表現する活動を積極的に実施する。 

(２)  特別活動や部活動を充実させ生徒の参加を促進することで、生徒の自己肯定感を醸成するとともに、学校への帰属意識を高める。 

  

 

４ 校内運営体制の改善  

(１) 組織業務の見直しを行い、精選と簡素化、業務量の検討を行なうことで体制の強化と「働き方改革」に即した労働時間の適正化を図る。 

(２) 定時退庁日やノークラブデーを実施し、教職員のウェルビーイングを高めていく。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和７年１月実施分］ 学校運営協議会からの意見 

・「教え方に工夫をしている先生が多い」の肯定回答は 85.0％（1％減）、と微減してい

るものの、「授業は、わかりやすく楽しい」の肯定回答は 77.4％（1.1％増）と微増して

おり高い水準にある。生徒向け授業アンケートにおいては 30 項目中 22 の項目で肯定

評価が前年度よりさらに向上した。学習内容に達成感を持たせることができるような授

業づくりに全教員で取り組んできた成果が前年度に引き続き現れている。特に「評価の

仕方や基準について、事前に示されている」の項目では、94.2%と高水準である。 今後

も、生徒端末をはじめとする ICT を活用したり、AI を搭載した学習ツールの活用を推

進し、一斉学習と個別及び協働学習を組み合わせ、わかりやすく質の高い授業づくりを

組織的に推進していく。  

【生徒指導について】 

 ・生徒の生徒指導に関する認識「学校では、生活規律や学習規律などの基本的習慣の

確立に力をいれている」の肯定回答は 85.8%(1.7%増)「学校生活についての先生の指導

は納得できる」は 75.0%(0.1%減)となっている一方で、保護者対象の項目「学校の生徒

指導の方針に共感できる」の肯定回答は 56.1％(11.5%減)と生徒の回答に比べてかなり

低い。校則の見直しを進めるとともに、保護者の理解を得られるような指導を進めたい。

また学校周辺の道路状況の改善については、望めないことも多く、地域の方々からのご

意見をいただくことも少なくない。教職員が学校外での登下校指導も行っているが、課

題は残されている。教員の生徒指導提要の改訂主旨理解を進めていきたい。生徒が納得

いく丁寧な指導を保護者に理解を得ながら、今後も進めていきたい。 

【進路指導について】 

 ・生徒対象項目「将来の進路や生き方について考える機会がある」の肯定回答は

88.0%(2.0%増 )、「学校は進路についての情報を知らせてくれる」の肯定回答は

89.6%(4.0%増)、と高水準でかつ微増している。情報提供が、紙面からメールでのお知

らせになり便利になった一方で保護者対象項目の「学校は進路に関して、家庭への連絡

や適切な情報提供を行っている」の項目は、50.0%(6.8%減)となっており、今後も丁寧

な情報提供を心掛けていく。 

 【生徒会活動について】 

 ・学校行事の文化祭肯定回答 82.4%(2.4%増)、体育大会肯定回答 82.6%(3.2%増)、修

学旅行肯定回答 87.0%(4.9%増)は高い水準にある。一方、新入生の入部率は 32.8%(5.9%

減)と前年度 38.7％より減少しているが、生徒対象項目の部活動に積極的に取り組んで

いる」の項目も 57.9%(7.5%増)になっている。教職員の働き方改革と部活動活性化の両

立を今後もめざしていく。 

第 1 回学校運営協議会 R６.６.14(金)実施 

〇 地域との連携を深める取り組みから人と人のつながりができ、高校生 

  への声掛けが生まれてくる。昨年度から始まった水曜日の全教員の登 

校指導もそのひとつ、地域との連携強化等、益々の取組に期待する。 

〇 体験する価値があると生徒は楽しいと感じる。これからは差別化が許容 

  されていくと思う。どういう生徒を作っていくのかが重要である。 

〇 生徒の意欲を高める行事や探究の取組から、生きていく力、チャレン 

ジする力を育むことで、生徒がより楽しいと感じる学校になることを 

期待する。 

第２回学校運営協議会 R６.11.22(金)実施 

〇 校外からの学校への無許可の立ち入り等に対して、生徒が安全で安心 

  して学校生活が送れるよう、工夫した指導や生徒のプライバシーに配 

  慮しながらも今後も進めていくことを期待する。 

〇 地域との連携(小中学校・地元自治会・福祉施設等)を積極的に進める 

  視点と教職員の負担軽減の視点をバランスよく取り入れることが大切。 

第３回学校運営協議会 R７.２.21(金)実施 

〇 校内での研究授業等を充実させ、授業力の向上を図る評価指標より、 

  各教科会だけでなく月１回開催している授業研究委員会の現状から 

学校の取り組みを評価する。次年度の評価指標に工夫があれば理解 

しやすい。 

〇 凶悪化・若年化が進んでいる犯罪に巻き込まれないよう、地域と警察 

  学校がさらに連携した取り組みを期待している。 

〇 生徒への SC・SSW の活用の周知を進め、さらに活用が活性化できるよう 

  にしてほしい。次年度の中期目標にある「放課後の居場所づくり」の 

  推進等、教育相談体制・支援体制のさらなる充実を期待している。 
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府立堺上高等学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 [R５年度値] 自己評価 

１ 

確
か
な
学
力
の
定
着
と
学
び
の
深
化 

（１） 
ICT を積極的に活用
したり、創意工夫し
た計画的な魅力ある
授業づくりを推進
し、個別最適な学び
や協働の学びを充実
させ基礎学力の定着
を図る。  

 
 

 

（２） 

校内での研究授業等

を充実させ、授業力

の向上を図る。 

 

 

 

（３） 

多様な進路を実現す

るため、生徒の気持

ちに寄り添ったてい

ねいな進路支援を行

い早期に進路目標を

意識させる。 

(１) 
ア・学習内容に対して達成感を持たせることができるよ

うに、１人１台端末をはじめとするICTを効果的に
活用し、主体的・対話的で深い学びの実現をめざし
た学習活動を行う。そのことを通して、工夫ある教
科指導による授業づくりに取り組む。 

イ・グローバル社会に対応できる人材育成をするため、
英語学習ツールなど、デジタルコンテンツの活用な
どにより、授業における言語活動を充実させ、生徒
の英語運用能力を育成する。 

ウ・読書活動の普及啓発・推進を図る。 
 
 
(２) 

ア・新学習指導要領を踏まえて「観点別学習状況評
価」を進めるとともに、授業研究委員会を核とした
授業実践に向けた教員研修を実施する。 

イ・授業見学及び研究協議を充実させ、生徒の学習活
動に関する課題を教員が共有するなど好事例を共有
することにより、同僚性を活かした授業改善を図
る。 

 
(３) 
ア・外部講師等による進路講演会実施や就職支援コーデ

ィネータの活用、内定者指導、進学講習など、個々
の生徒の希望に応じたきめ細かな進路指導を行う。 

イ・４年制大学、医療看護系、就職関係など個々の進路
に応じた個別講習を実施する。 

(１) 
ア・生徒向け学校教育自己診断「教え方に工夫

をしている先生が多い」を 80%以上にす
る。[86.0%] 

 
 
イ・STEPS in Osaka 等を活用した教材を一部利

用する。[新規] 
 
 
ウ・個人で図書検索できるような環境整備を 

推進していく。 
 
(２) 
アイ・教職員向け学校教育自己診断「指導内容

について、他の教科の担当者と話し合う
機会がある」について同水準を維持す
る。［85.7%］ 

 
 
 
 
(３) 
ア・進路未決定率 7.0%以下をめざす。[7.0%］ 
   
 
イ・大学、専修学校、企業等と連携した実践的 

キャリア教育の実施。２回以上[新規] 

(１)   
ア・85.0 ％(〇) 
   
 
 
 
イ・１学年３学期

に利用開始 
  (△) 
 
ウ・整備できな
かった。(△) 

 
(２)   
アイ・77.4％(△) 
 
 
 
 
 
 
 
(３)  
ア・10.0％(△) 
 
 
イ・１年進路体験
講座、２年進路別
講座、３年進路別
講座を実施(〇) 

２ 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成 

（１） 

基本的生活習慣の確

立と規範意識向上に

向けた取組みを推進

するとともに、個々

の生徒への支援体制

を強化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

授業やHR等において

情報リテラシーを育

成し、情報や情報技

術を適切かつ安全に

活用する力を身につ

ける。 

 
（３） 

専門家を活用した教
育相談体制をさらに
進め、個々の生徒へ
の支援を充実させ
る。 
 
 

 

（４） 

「ともに学び、とも

に育つ」教育のさら

なる推進をめざし、

障がい者理解や高齢

者理解につながる取

り組みを行い、「認め

合い尊重し協働して

いく人」を育む。 

 

(１) 

ア・遅刻回数による段階指導や遅刻防止週間、入室許可

書等これまでの指導システムを継続しつつ、個々の

ケースの原因の解決にあたることにより、遅刻数の

減少に取り組む。 

イ・未然防止をねらいとした発達支持的生徒指導や、起
こった事象をすべての生徒の課題として観点を広げ
て捉え、進路実現などとも関連させて、服装等身だ
しなみの指導の在り方を検討する。 

ウ・自転車事故防止やマナー向上のための講習会を警察
等と連携して実施するとともに、駐輪指導をはじめ
とする自転車関係の指導を強化する。 

エ・「指導参考事例集」を活用する等、正しい知識の普及
と啓発を進め、健康・安全教育を充実させる。 

 
 
 
 
（２） 

・情報科の授業や探究の時間、ＨＲにおいて、情報社
会における危険回避の方法を理解し、セキュリティ
の知識・技術及び健康への意識を高めたり、専門家
と連携した指導を行う。 

 
 
 
 
 
(３) 
ア・SCやSSWを積極的に活用し、不登校や生徒間のト 

ラブルに係る教育相談を実施する。 
 
 

イ・PTA と連携した人権学習等を実施し人権意識の 
高揚を図り、親学習の実施に努める。 

 
 
 
(４) 
ア・社会資源(障がい者スポーツセンターや福祉施設等)

と連携し、授業や生徒会活動・委員会活動等を通し
て、ともに助け合い、支え合って生きていく大切さ
を学び、障がい者や高齢者の理解につながる取組み
を行う。 

 
 
 

イ・高等学校支援教育力充実事業等を活用し、教員力 
の向上を図る取組みを行う。 

（１） 
ア・遅刻統計の総数で前年度（5947 回）減を 

めざす。 
 
 
イ・教職員が早朝(８:25～８:35)に定期的に正

門付近・近隣の交差点・西門付近等に出向
き、あいさつ運動・服装声掛け運動・自転
車指導等を毎週水曜日に行う。 

ウ・西堺警察防犯課と連携し、交通ルールマ 
ナー指導を年間３回実施する。[３回] 

 
エ・大麻・覚せい剤等の薬物乱用防止教育を年

１回実施。 
・外部講師を活用したがん教育の実施。 
（１回）[新規] 

 
 
 
(２) 

・警察や携帯電話会社、専門学校等と連携 
し、情報モラルについて講習会等を実施 
する。(年間３回以上) 

   
 
 
 
 
 
(３) 
ア・生徒向け学校教育自己診断での質問項目

「悩みや相談に親身になって応じてくれる
先生が多い」について同水準以上をめざ
す。［82.3%］ 

イ・教員、保護者合同で外部人材を活用した   
人権研修を実施する。（１回）[新規] 

  
 
(４) 
ア・体育「ライフスポーツ」の授業で、車いす 

バスケットボールやボッチャを体験した
り、家庭科や生徒会等の取り組みとして、
社会資源と連携した取り組みを行う。[３
回] 

     
 
 

イ・支援教育サポート校等と連携した研修の実 
施と支援教育コーディネータを中心にした 
教員相談体制を確立し、相談件数を 150 件 
以上にする。[150 件]  

（１） 
ア・5211 回(〇) 

 
  
 
イ・考査期間・
悪天候を除き
完全実施 

 (〇) 
ウ・各学期に 

１回(〇) 
 
エ・１年生で薬
物乱用防止教
育を１回実施
（〇） 
・がん教育を
１回実施(〇) 

 
(２) 

１年生で実施 
(２回) (〇) 

 
 
 
 
 
 
 
(３)  
ア・82.4％(〇) 
 
 
 
イ・１回(〇) 
 
 
 
 
(４)  
ア・障がい者福
祉施設見学１
回、車いすバ
スケット１
回、高齢者介
護施等見学２
回 (〇) 

イ・182件 (〇) 
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府立堺上高等学校 

３ 

将
来
を
見
す
え
た
自
主
性
・
自
立
性
の
育
成 

（１） 
総合的な探究の時間
や教科の授業におい
て、他者と協働して
課題を解決する活動
や情報収集、整理・
分析、まとめ、表現
する活動を積極的に
実施する。 

 
（２） 

特別活動や部活動を
充実させ生徒の参加
を促進することで、
生徒の自己肯定感を
醸成するとともに、
学校への帰属意識を
高める。  

 
 
 

 

(１) 
・探究学習(堺上高での呼称は「発見」)委員会を設置し 
 計画的な指導をしたり、生徒が意欲を高めやすい評価
基準を設定する。 

 
  
 
 
 
 
(２) 
ア・入学後の体験入部等の実施方法を充実させて、１年

次の加入率を上げる。 
イ・「堺上高杯」を組織的に実施し、地域の学校との連携

を深めることを通してマネジメント力を高めるとと
もに、自己肯定感を醸成する。 

 
 
 
 
ウ・WEB ページやリーフレット等の様々な媒体による広報

活動を展開した情報発信を行う。 
 

(１) 
・取り組みの計画的な指標を設定する。 

１年「職業と学問について知る」 
２年「SDGs について」 
３年「キャリアデザイン」 

・探究学習の評価を絶対評価とする。［新規］ 
 
 
 
 
(２) 
ア・１年次の加入率 40%以上をめざす［38.7%］ 
 
イ・「堺上高杯」を計画的かつ組織的に実施

し、昨年度と同水準の中学生の参加をめざ
す。［40 校 1050 名の参加］ 

 
 
 
 
ウ・SNS を利用した情報発信を実施する。 
  バスケット・ソフトテニス・柔道・サッカ
ー・水泳・バドミントン 

 

・取組みの指標 

を設定した。 

（〇） 

 

・探究学習を絶 

対評価とした。 

（〇） 

 

(２)  

ア・32.8％(△) 

 

イ・48 校 960 名 

(〇) 

参加校は増

加した一方、中

学生数減少に

より参加者は

減少。 

ウ・情報発信   

295 回 
バスケ 100・バ

ドミントン 7・

柔道 30・水泳

11・サッカー

80・ソフトテニ

ス 67 （〇） 

４ 

校
内
運
営
体
制
の
改
善 

（１） 
組織業務の見直しを
行い、精選と簡素化、
業務量の検討を行う
ことで体制の強化と
「働き方改革」に即
した労働時間の適正
化を図る。 

 
 
 
 
 
 
 

 

（２） 

定時退庁日やノーク

ラブデーを実施し、

教職員のウェルビー

イングを高める。 

(１) 
ア・グループウェア等を活用し、業務の効率化を図ると

ともに、情報の共有をより推進する。 
 
 
 
イ・SCやSSW等の専門人材を活用し協働すること 

で、教育相談等多様な職務に従事する教員の負担 
を軽減する。 

 
 
ウ・学校行事の教育的価値を検討し、学校行事の在り方

の見直しを実施する。 
 
 
 
（２） 
・定時に全員退庁する「全校一斉定時退庁日」を週１回
設定し、長時間勤務の縮減に向けた教職員の意識改
革、府の部活動方針の遵守と休養日の設定を促し、一
人ひとりが勤務時間管理や健康管理に取り組む。 

 
 
 

（１） 
ア・会議資料のペーパーレス化をはじめ、フ

ォーム作成ツールによる欠席連絡、生徒
保護者への文書配布のデジタル化、アン
ケートの電子化を行い業務の効率化を図
る。 

イ・SC活用回数[15]。 
・SSW活用回数[12]。 

  ・学校支援社会人等指導者活用回数[90] 
上記専門人材の活用回数を維持し、積極
的活用をめざす。 

ウ・教育上真に必要とされるものの精選や、
より充実した行事にするための行事間の関
連や統合を図る。 

 
 

・教 （２） 
・ス ・ストレスチェックの健康リスクを指標し、 

令和５年度より改善をめざす。【新規】 
A 量-コントロール [111]  
B 職場の支援    [ 91]  
C 総合健康リスク   [101]  
※全国平均は 100  

 
  

（１） 
ア・全て実施 

（〇) 
 
 
 
イ・SC 14回(〇) 

・SSW21回(〇) 
・学校支援社
会人等指導
者66回(△) 

ウ・R7芸術鑑賞
とR7遠足を統
合して計画。 

(△) 
 
（２） 
A 量-コントロ
ール 106 

B 職場の支援 95 
C 総合健康リス
ク 100 

（〇） 
安全衛生委員会 
で改善案を検討
した。 
 

 


